
岩谷産業の水素事業について
水素パイプライン実証の取組
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イワタニの水素事業



イワタニの水素事業
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水素混合LPガスの普及により、「温室効果ガス削減」
と「水素消費増大」を目指す

本事業は、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合 開発機構(NEDO)での調査事業として実施

福島県南相馬市での水素・LPガス混合導管供給

※PA13A：ＬＰガスに空気を混合して熱量調整(発熱量：約63MJ/㎥)された13Aガス。
コミュニティガス：集合住宅（70戸以上）に導管供給されるLPガス

事業概要
・既存の供給インフラと燃焼機器の使用を前提
に導入可能性を調査。

調査内容
・水素の調達方法
・水素混合技術
・既存道管の水素漏洩に対する安全性
・既存燃焼機器の性能・安全性

実施体制（委託元：NEDO）
岩谷産業、相馬ガスホールディングス、相馬ガス
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2021 2022 2023 2024 2025 2026

調査事業

・安全性評価

・事業性評価

・法規制の確認

・自治体との調整

・試験計画の策定

実証試験（助成事業）

＜2023年度：準備＞
・ガス混合設備の工事
・一部、ガス機器等の交換
・住民自治体への説明

＜2024-25年度：試験＞
・安全性の検証
・CO2削減率の評価
・事業性の検証
・補助金の調査 等

事

業

化

2026年度の事業化を目標に、調査・実証試験を計画
■スケジュール（案）

福島県南相馬市での水素・LPガス混合導管供給
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北九州水素タウン実証

事業概要
・市中に新規敷設したパイプラインによって、集合住宅や業務用施設に設置する
燃料電池等に効率的に水素を輸送・供給する実証試験を実施
2009年～ 経済産業省水素利用社会システム構築事業として開始
2018年～ 北九州水素タウン実証・PR事業（現事業）として継続

実証内容
•水素パイプラインによる水素供給技術、燃料電池等の利用技術の実証、
課題の抽出

•企業等へ実証フィールドとして提供し、水素関連機器の評価も実施。
•環境先進都市の実現を目指している東京都等との連携によるPR
実施体制（現事業）
•岩谷産業：水素パイプライン供給管理・安全対策
•北九州市：統括・調整及びPR対応
•日本製鉄：水素事業供給の協力

水素パイプラインによる水素供給技術の確立と水素実証
試験を実施することにより「水素タウン実現」を目指す
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水素パイプライン
（1.2km）

水素

不純物検知器

日本製鉄
からの水素供給

燃料電池 燃料電池

北九州エコハウス 水素燃料電池実証住宅

北九州水素タウン実証

• 配管材料は、都市ガス導管でも使用されている配管用炭素鋼鋼管（SGP）を選定。
• 住宅での燃料電池の運用、不純物検知器の評価を実施。
• 実証開始当初より、導管からの漏洩等もなく水素供給を継続。
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